
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号 おもな内容 
 

●ボランティアの扉 

この春から始めませんか  ２Ｐ 

●元広報部会員が参集         ３Ｐ 

  ※みなさまの会費の一部は「社協だより」の発行に充てさせていただいています。 

２０１８ 

４ 
 

№２００ 

 

 
 

●地域福祉フォーラム       ３Ｐ 

●清川幼稚園卒園児お祝い     ３P 

●社協からのお知らせ       ４Ｐ 

 

  

 

 ３
月
１
１
日
、
舟
沢
自
治
会
館

で
サ
ロ
ン
活
動
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
老
若
男
女
が
風
船
バ
レ
ー
等

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
来
月
の
サ
ロ
ン
の
際
に
会
場

で
花
見
気
分
を
味
わ
お
う
と
、
参

加
者
で
『
紙
の
し
だ
れ
桜
飾
り
』

を
作
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
ち
び

っ
こ
も
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
挑

戦
。
個
性
豊
か
な
飾
り
が
出
来
上

が
り
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。
そ

の
後
は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
風

船
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ど
も

参
加
者
は
真
剣
そ
の
も
の
。「
そ
れ

打
て
。
し
っ
か
り
拾
っ
て
！
」
と

元
気
な
掛
け
声
が
会
場
一
杯
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
「
し
だ
れ
桜
の
飾
り

を
い
っ
ぱ
い
作
っ
た
。
来
月
の
サ

ロ
ン
で
飾
れ
る
の
が
楽
し
み
」「
風

船
バ
レ
ー
で
つ
い
つ
い
張
り
切
り

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

風
船
バ
レ
ー
で
交
流 

 

舟
沢
サ
ロ
ン  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮ヶ瀬サロン（吹き矢教室） 
【実施日】毎月第４水曜日（原則） 

【時 間】１３時１５分～ 

【参加費】無料 

 【対象者】宮ヶ瀬地区の主に高齢者 

 

曲師宿地区  個人宅のお庭を借用し、ブルーシートを敷いての実施を目指します！ 

 

舟沢サロン 
【実施日】毎月第２日曜日（原則） 

 【時 間】１０時～正午 

 【参加費】一家族１００円（お茶菓子代） 

 【対象者】舟沢地区の方ならどなたでも！ 

２ 

福祉に関するご相談は社協までお気軽にどうぞ ２８７－１１１８ 

 

  

 
 

 

地域で生活している高齢者や子育て中の親子等が、地域の身近な場所に集い、お茶飲み会や健

康体操、レクリエーション等のふれあい活動を通じて、楽しみながら仲間づくり・居場所づくり

を行うサロン活動。日本では現在、全国各地で活発に行われており、村内でもボランティアや民

生委員が担い手となり４箇所で実施されています。自治会館等を活用し、あなたの地区でもこの

春から新たな一歩をスタートしませんか？ 

村社協は、お住いの地域でサロン活動に取り組みたい方を応援しています。サロン活動に興

味・関心のある方は村社協までお問い合わせください。（担当：小島） 

 昨年度、村社協主催の「地域福祉サポータ

ー養成講座」等に参加している中で、現在

自治会で実施しているイベントを応用すれ

ば、自治会館がなくても実施できることに

気づきました。 
 

 

 

昨年度、村緑ことぶき連合会主管

の『地域支援事業担い手養成研

修』に参加し、参加者が一品持ち

寄って昼食をとる藤沢市のサロ

ンを視察し刺激を受けました。す

ぐには出来なくても、いずれは実

現してみたいと思っています。 

 

 

 昨年度は、参加者が少なかったり、

また固定化してしまっているのが

課題でした。今年度は、時間を延長

してお茶飲みの時間を設けたり、子

どもがいる土日の開催を検討した

いと思っています。 

３月まで幼稚園児だった子

どもに背中を押され、親子

で参加しています。サロン

に参加すると、地域の方に

子どもを知ってもらえるの

が親としては魅力です。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービスに関することなどご相談ください 

３ 

 

本
会
の
広
報
紙
『
社
協
だ
よ
り
』
に
つ
い
て
住
民
の

目
線
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
『
広
報
部
会
』
が
解
散
し

て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
の
を
機
に
、
元
部
会
員
３
人

か
ら
平
成
２
９
年
度
の
『
社
協
だ
よ
り
』
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
良
か
っ
た
点
と
し
て
は
「
１

月
号
表
紙
の
笑
顔
の
写
真
か
ら
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
た
」
「
イ
ラ
ス
ト
を
積
極
的
に
使
用
す

る
等
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
み
ら
れ
た
」
な
ど
の
意
見

が
あ
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
改
善
し
た
方
が
良
い
点
は

「
文
章
が
か
し
こ
ま
っ
た
感
じ
な
の
で
、
も
う
少
し
柔

ら
か
い
表
現
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」「
読
者
が
『
こ

の
記
事
を
読
ん
で
み
た
い
』
と
思
う
よ
う
な
見
出
し
に

し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

今
回
い
た
だ
い
た
ご 

意
見
を
参
考
に
、
来 

年
度
も
住
民
の
み
な 

さ
ま
に
親
し
ま
れ
る 

紙
面
づ
く
り
を
目
指 

し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 

園
児
の
卒
園
を
お
祝
い
し
よ
う
と
３
月
６
日
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
２
名
が
清
川
幼
稚
園
を

訪
問
し
ま
し
た
。
お
祝
い
の
品
は
利
用
者
手
作
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
。
園
児
一
人
一
人
に
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。
園
児
は
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
お
返
し
と
し
て
、
卒
園
式
に
歌
う
歌
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
歌
を
歌
う
園
児
の
顔
は
、

と
て
も
誇
ら
し
げ
で
し
た
。 

 

成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
３
月

２
４
日
、
村
社
協
主

催
の
地
域
福
祉
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
村
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
び

こ
館
で
行
わ
れ
、
参

加
者
１
４
人
が
講
師

の
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
講
師
で
社
会

福
祉
士
の
北
尾
亮
さ

ん
は
「
成
年
後
見
制

度
で
は
『
金
銭
管
理
』

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
介
護
施
設
の
各
種

手
続
き
、
費
用
の
支 

成
年
後
見
制
度
を
知
ろ
う 

～
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
～ 

 

払
い
な
ど
の
『
身
上
監
護
』
は
行
え
る
が
、
介
護
等
の

お
世
話
等
を
行
う
『
事
実
行
為
』
、
手
術
の
同
意
を
す

る
『
医
療
同
意
』
な
ど
は
行
え
な
い
」
な
ど
、
具
体
的

に
解
説
。
ま
た
「
一
度
で
は
理
解
で
き
な
い
の
で
、
わ

か
ら
な
い
事
は
相
談
し
て
」
と
、
専
門
職
団
体
な
ど
成

年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
事
例
が
多
か
っ
た
の
で
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

平
成
２
９
年
度
の
社
協
だ
よ
り
を
評
価 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

～
元
広
報
部
会
員
が
参
集
～ 

卒
園
児
の
誇
ら
し
げ
な
顔 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

～
清
川
幼
稚
園
卒
園
児
お
祝
い
～ 

 

 

 

 

卒園、おめでとう 

ございます！ 



 

 

 

 

平成３０年２月～平成３０年３月 
 

○神奈川県西北地区郵便局長夫人会様 

フェイスタオル等 

 

 

 

 

 

平成３０年２月～平成３０年３月 
 

○ペットボトルキャップ       ７件 

○古切手              １件 

○使用済みプリペイドカード     １件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

社協よりみなさまへ、お知らせのページです。 

４ 

編集・発行 

社会福祉法人 

清川村社会福祉協議会 
〒243-0195 

神奈川県愛甲郡清川村煤ヶ谷２２２０－１ 

清川村保健福祉センタ－ひまわり館内 

電 話 ０４６(２８７)１１１８ 

ＦＡＸ ０４６(２８７)２０１３ 

 

 

は
あ
と 

 

う
ぉ
ー
む 

寄付をありがとうございます 

回収にご協力ありがとうございます 

思い出のランドセルギフト 

思い出のランドセルギフトは、役目を終えた

ランドセルをアフガニスタンに寄贈し、子ど

もたち、とくに教育の機会に恵まれない女の

子の就学に役立てる国際活動です。ランドセ

ルを受け取ることで、子どもたちが学校で学

び、読み書きができるようになって、自分自

身や家族を守る知識や情報を身につけられる

ようになることを目指しています。２０１８

年の春のキャンペーンが始まっています。活

動の趣旨に賛同いただける皆様のご協力をお

待ちしております。 

第２２回 ふれあいフェスティバルのお知らせ 
 

 今年も厚木・愛甲地区の知的障がい者施設、

作業所、手をつなぐ育成会等の関係者及び地

域の方々が、イベントを通して交流を図り、親

睦の輪を広げる『ふれあいフェスティバル』が

開催されます。ぜひ、お気軽にお越し下さい。 

 
開催日時 平成３０年５月１２日（土） 

午前１０時３０分～午後２時 

会場 神奈川総合リハビリテーションセンター

内 七沢学園 グラウンド 

内容 模擬店（おにぎり、コーヒー、ポップ

コーン、綿菓子、ゲームコーナー等）

その他アトラクション 

 お問い合わせ先 

愛の森学園（ふれあいフェスティバル実行委員会） 

ＴＥＬ ０４６－２４８－５２１１ 

募集期日 平成３０年５月３１日（木）まで 

ランドセルの送付方法 

① ランドセルの確認準備 

破損がなく、豚革製でないランドセルが対

象です。 

② 海外輸送経費の振込み 

ランドセル１個につき 1,800 円の寄付を

お願いします。また、必要枚数の書き損じ

はがきを送付することでも負担できます。 

③ ランドセルを指定倉庫に送る 

紙袋やビニール袋などに包み、横浜の指定

倉庫に宅配便などで送ってください。 

詳しくは… 

 ランドセル送付の方法や送り先など、下記

のジョイセフのホームページを必ずご確認し

てください。 

https://www.joicfp.or.jp/jap/ 

お問い合わせ先 

 公益財団法人ジョイセフ 

 電話番号 ０３－３２６８－５８７５ 

 メール resource@joicfp.or.jp 

 

２
ペ
ー
ジ
目
に
『
こ
の
春
か

ら
始
め
ま
せ
ん
か
』
と
題
し

て
、
村
内
で
既
に
行
わ
れ
て
い

る
サ
ロ
ン
活
動
や
こ
れ
か
ら

始
め
よ
う
と
す
る
地
区
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
活
動

は
、『
仲
間
づ
く
り
』『
健
康
づ

く
り
』
『
生
き
が
い
づ
く
り
』

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

多
世
代
と
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
す
。
各
地
区
で
気
軽
に

集
え
る
場
が
増
え
て
い
け
る

よ
う
社
協
も
側
面
か
ら
お
手

伝
い
し
ま
す
。 


